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誓
い
を
新
た
に
し
な
が
ら
分
列
行
進
を
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
中
央
公
民
館
前
で
は
本
団
ま
と
い
部
 

に
よ
る
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

ミII 	 亡氏亡  
~ ~● ‘ふ 
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の
誓
戸
い
を新
た
に
 

五
所
川
原
市
消
防
団
出
初
め
式
 

市
消
防
団
（
加
納
金
作
団
長
）
の
出
初
め
式
が
、
 

一
月
七
日
消
防
団
員
五
百
三
十
名
参
加
し
、
市
内
 

ー
ッ
谷
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

団
員
た
ち
は
、
観
閲
者
の
佐
々
木
市
長
に
よ
る
 
幡
 

服
装
と
機
械
器
具
点
検
を
受
け
た
あ
と
、
防
火
の
 
知
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地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
、
市
の
活
性
化
に
著
し
く
貢
献
の
あ

っ
た
個
人
又
は
団
体
を
表
彰
す
る
「
五
所
川
原
市
ふ
る
さ
と
大
賞
」
が
ク
赤
5
い
り
ん
ご
〈
の
産
み
の
親
で
あ
る
前
田
顕

三
氏
に
決
ま
り
、
 一
月
六
日
に
市
長
公
室
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
に
は
現
在
の
当
主
栄
司
氏
が
出
席
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

『
受
賞
者
 

前
田

顕
 
三

氏
（
市
内
梅
田出
身
）
 

勲
五
等

双
光
旭
日
章
受
章
（昭
和
三
十
九年
）
 

〈経
歴
〉
 

・

東
京
帝
国
大
学
農
学
部
実
科
卒業
 

・

五
所
川
原
農
学
校
教
員
 
・
朝
鮮
総
督
府官
吏
 

●

北
津
軽
郡
議
会
議
員
一
期
 
・
梅
沢
村
議
会
議
員
一
期
 ・

梅
沢
村
長
歴
任
（
昭
和
二
十
一
年
5
昭
和
二
十
六
年
）
 

前
田
さ
ん
は
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
の
強
い

願
い
を
も
っ
て
そ
の
生
涯
を
農
事
研
究
に
捧
げ
、
病
害
虫
に
強

い
り
ん
ご
の
研
究
、
そ
菜
の
促
成
栽
培
、
優
良
品
種
の
育
成
等

に
取
組
み
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
 

と
り
わ
け
、
十
年
余
の
歳
月
を
費
や
し
苦
心
の
末
に
育
成
し

た
葉
・
花
は
も
と
よ
り
果
肉
ま
で
赤
い
り
ん
ご
は
、
今
日
ワ
イ

ン
や
ジ
ャ
ム
・
花
茶
と
し
て
、
樹
皮
は
虫
お
く
り
染
に
加
工
さ

れ
る
な
ど
内
外
に
大
変
な
人
気
を
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
 「御
所
川
原
」
と
い
う
名
称
で
昨
年
種
苗
登
録
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
市
発
展
の
起
爆
剤
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
市
な
ら
で
は
の
産
品
を
全
国
に

向
け
発
信
す
る
う
え
で
心
強
い
も
の
が
あり
ま
す
。
 

氏
の
偉
業
を
称
え
て
行
わ
れ
て
い
る
「
赤
5
い
り
ん
ご
の
花

ま
つ
り
」
も
六
回
を
数
え
、
花
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
民
の
間

に
す
っ
か
り
定
着
し
、
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、氏
が
心
血
を
注
ぎ
「
赤
5
い
り
ん
ご
」
 

を
育
成
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
市
の
活
性
化
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
は
誠
に
顕
著
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

赤～いりんごを手に取る晩年の前田氏 

(1881- 1966) 

《
 

,
 



新谷和人さん一家（右手前が佳乃子ちゃん） 

佐々木市長と握手する藤田選手 

優勝の報告をする藤田選手と父親の一郎さん（右） 

3 平成 9年1月15日 

五
輪
を
め
さ
し

ま
す
 

講
道
館
杯
柔
道
8
6キ
口級
優
勝
藤
田
選

手

（
盤
踏
）
里
帰
り
 

市

の
人
口

増
加
 

五
万
五
百
人
目

の
 

佳
乃
子
ち
ゃん
に
記
念
品
贈
呈
 

市
で
は
、
五
万
五
百
人
目
の
市
民
 
市

制
施
行
当
時
は
三
万
六
千
五
百
四

の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
十
二
月
五
日
 
人
で

し
た
が
、
平
成
六
年
に
五
万
人

に
誕
生
し
た
、
新
谷
働
万
子
ち
ゃ
ん
 
を

超
え
、
昨
年
十
二
月
十
七
日
に
五
 

（父
和
人
さ
ん
、
母
奈
名
子
さ
ん
）
 

万
五
百
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
 

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
ク
躍
動
の
街

お
父
さ
ん
の
和
人
さ
ん
は
「
佳
乃
 

G
〇
・
G
o
ご
し
ょ
が
わ
ら
）
に
ふ

子
に
は
と
て
も
記
念
に
な
り
ま
す
。
 

さ
わ
し
い
朗
報
で
誠
に
お
め
で
た
い
 

健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
 
と
お礼
 

こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

佳
乃
子
ち
ゃ
ん
 
お
め
で
と
う
。
 

市
の
人
口
は
、
昭
和
二
十
九
年
の
 

元
気
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

世
界
学
生
柔
道
選
手
権
、
講
道
館

杯
日
本
体
重
別
選
手
権
大
会
の
八
十

六
キ
ロ
級
で
優
勝
し
た
藤
田
博
臣
選

手
（
二
十
歳
）
廿
五
所
三
中
出
、
東

海
大
三
年
廿
が
十
二
月
二
十
七
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
、
佐
々
木
市
長
に
優

勝
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

父
親
の
一
郎
さ
ん
と
訪
れ
た
藤
田

選
手
に
佐
々
木
市
長
は
 
「優
勝
お
め

で
と
う
。
五
所
川
原
の
名
前
を
全
国

に
広
め
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
感
 
 

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
体
調
に
気

を
つ
け
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
、
金

一
封
と

市
特
産
品
の
虫
お
く
り
染
を
贈
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
こ
た
え
て
藤
田
選
手
は
、
 

「同
じ
階
級
に
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
吉
田
秀

彦
さ
ん
ら
が
い
て
厳
し
い
が
、
 一
つ
 

ー
つ
頑
張
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
し
ま
す
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
 

内
股
を
得
意
技
と
す
る
藤
田
選
手

は
、
中
学

一
年
か
ら
柔
道
を
始
め
、
 

こ
れ
ま
で
に
平
成
五
年
の
イ
タ
リ
ア
、
 

平
成
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
で
開
か
れ
た

ジ
ュ
ニ
ァ
国
際
柔
道
大
会
八
十
六
キ

ロ
級
で
優
勝
す
る
な
ど
輝
か
し
い
実

績
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
は
、
全
日
本
合
同
の
合
宿
、
 

二
月
か
ら
は
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
る
国

際
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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宵  

かんぱ～い 新年おめでとう 

1． 新年の参拝（鳥森神明宮） 

2. 商店街のにぎわい（本町） 

3. 新年名刺交換会（ホテルサンル ト） 

4. 石岡、不魚住線開通 

5， 牧水公園（元町） 
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曾
意
の
花
か
一鳥
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

父
兄
た
ち
の
 

熱
い
声
援
を
受
け
 

第
十
五
回
市
内
小
学
校
 

な
わ
と
び
大
会
 

第
十
五
回
市
内
小
学
校
な
わ
と
び

大
会
が
十
二
月
二
十
三
日
、
市
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
十
六

校
、
約
千
三
百
人
の
児
童
が
参
加
し
、
 

父
兄
た
ち
の
熱
い
声
援
を
受
け
て
、
 

一
生
懸命
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
 

競
技
は
、第

一
部
（
二
重
跳
び
、時

間
跳
び
）
の
予
選
と
、
第
二
部
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
（
サ
イ
ド
ク
ロ
ス
、
 

あ
や
跳
び
、
交
差
跳
び
）
が
行
わ
れ

一
分
間
ク
リ
ア
ー
し
た
児
童
に
は
ク

リ
ァ
ー
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
第
「
1
 

部
で
は
（
二
重
跳
び
、時
間
跳
び
）
決

勝
が
行
わ
れ
優
秀
選
手
に
は
、
各
学

年
ご
と
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
年
に
願
い
を
こ
め
て
 

飯
詰

裸
参

り
 

十
二
月
三
十
一
日
、飯
詰
地
区
で
大
み
そ
か
恒
例
の
 
「裸
参
り
」
が
行
わ
れ
、
 

ま
わ
し
に
ね
じ
り
鉢
巻
き
、
白
足
袋
姿
の
若
者
た
ち
が
新
年
の
五
穀
豊
暁
や
無
病

息
災
を
祈
り
ま
し
た
。
裸
参
り
は
約
三
百
年
前
か
ら
同
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
行
事

で
、
今
年
は
八
人
の
若
者
た
ち
が
参
加
し
、
水
を
張
っ
た
大
だ
る
に
勢
い
よ
く
飛

び
込
み
身
体
を
清
め
た
あ
と
、
し
め
縄
や
鏡
も
ち
、
米
俵
を
担
ぎ
稲
荷
神
社
に
奉

納
し
ま
し
た
。
 

0
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設促
進
期
成
会
へ
 

〇
丸
海
老
祐
造
さ
ん

（
大町
三
六
）
廿
十
万
円
。
 

〇
原
功
さ
ん
（
新
宮
四
ー
一
）
廿
十
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
朝
市
の
会
（
三
上
昭
代
表
）

廿
四
万
円
。
 

〇
磯
辺
章
さ
ん
 
嫉写
沢

町
赤
石
字
名
原
二
〇
一
）
廿
七
千
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
日
本
司
厨
士
協
会
北
部
地
区
青
森
県
本
部
五
所
川
原
班
（
木
立
維
新
班
長
）
 

廿
慰
間
（
コ
ッ
ク
七
名
に
よ
る
料
理
の
サ
ー
ビ
ス
）
、寄
贈
（
お
菓子
六
十
人
分
）
。
 

〇
第
一
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（成
田
善
造
会
長
）
廿
寄
贈
（
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
 

セ
ッ
ト
）
、慰
間
（
五
所
川
原
甚
句
の
歌
と
踊
り
）
。
 

〇
五
所
川
原
中
央
青
果
（
木
村
登
吉
社
長
）
廿
寄
贈

（
バナ
ナ
大
三
箱
、
ぶ
ど
 

う
二
箱
）
。
 

〇
さ
く
ら
保
育
園
（
大
沢
公
至
園
長
）
廿
慰
間

（
園児
六
十
四
名
に
よ
る
お
遊
 

戯
、
合
奏
）
、寄
贈
（
み
か
ん
二
箱
）
。
 

〇
五
所
川
原
保
育
園

（
木村
裕

一
郎
園長
）
廿
慰
間

（
園児
三
十
名
に
よ
る
お
 

遊
戯
）
、寄
贈
（
小
ケ
ー
キ
六
十
人
分
）
。
 

〇
松
沢
永
八
郎
さ
ん

（川
山
字
森
内
三
〇
一
ー
一
〇
）
廿
寄贈

（
健康
器
具

一
 

式
）
。
 

〇
か
ね
さ
株
式
会
社

（
阿保
健
司
代
表
取
締
役
）
廿
寄
贈

（
味
喰十
キ
ロ
、
漬
 

物
四
キ
ロ
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ブ
ー
タ
ン

（神
成
百
合
子
代
表
）

廿
二
万
五
千
七
百
五
十
円
。
 

〇
匿
名
（
神
戸
市
在
住
）
廿
八
万
円
。
 

〇
三
好
中
学
校
生
徒
会

廿

一
万
三
千
五
百
円
。
 

〇
青
森
ヤ
ク
ル
ト
販
売
囲
五
所
川
原
営
業
所
廿
四
万
五
千
円
。
 

〇
福
士
レ
イ
子
さ
ん

（
下平
井
町
一
三
八
ー
一
）
廿五
万
円
。
 

〇
煎
茶
道
方
円
流
（
渋
谷
藤
園
五
所
川
原
地
区
代
表
）

廿
一
万
六
百八
十
八
円
。
 

〇
五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（成
田
徳
博
会
長
）
廿
十
万
円
。
 

〇
津
軽
信
用
金
庫
内
昭
和
パ

ー
ル
会

（
渋谷
久
和
会
長
）
廿
六
万
二
千
二
百
一
一
 

十
九
円
。
 

なわとび大会会場 

水に入り身体を清める若者たち 
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あなたの意見で街づくりをしてみませんか 

第 c3回 	＋康 達 」4＋ 博 

轟嘩磯軸餓雄博畦，鉢響嚇麟 
母J こ委員を募‘集しますん ＋A+ 

わが五所川原市は真に豊かな街をめざし、小さくともキラリと光る 「小さな世界都市づ

くり」を推進しているところです。今、その実現に向けた動きを情報発信しながら、市民

の方々が街づく りの一員となって積極的に参加をいただくために、 『第 3回にぎわいの街 

500人委員会』 を次のとおり開催いたします。なお、次号に各委員会や内容などの詳細

をお知らせいたします。 

>開催日時 	 ン開催場所 

平成 9年2月15日（土） 13 】 30-15 】 30 	五所川原市中央公民館 

16日（日） 9 】 30- 11 】 30 
>間い合わせ先 

五所)リ原市企画調整課 T E L0173 -35-2111 （内線461・462) 

『
 

。
 

組
遍
頻
麟
競
 

生
活
部
会
 

は
つ
ら
つ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

提
言
内
容

【
一
】
 

今
後
の
女
性の
在
り方
（役
割
）
につ
い
て

①
地
域
で
女
性
が
元
気
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
女
性
の

意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
 

②
働
く
女
性
の
地
位
向
上
が
必
要
で

あ
る
。
 

⑧
女
性
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
か
な

い
と
政
治
に
も
反
映
さ
れ
な
い
。
 

④
市
民
会
議
に
女
性
が
も
っ
と
参
加

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

⑤
女
性
の
悩
み
や
愚
痴
の
中
に
本
音

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
フ
オ
ー
ラ

ム
の
開
催
を
重
ね
て
ほ
し
い
。
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
 

市
で
は
、
女
性
の
地
位
向
上
を
図

り
、
男
女
共
同
参
画
型
社
会
が
よ
り

一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
平
成
八
年
度

か
ら
「
は
「
ら
「
女
性
課
」
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。
女
性
が
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
男
性
と
対
等
な
パ
ー
 

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
出
来
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
「
女

性
政
策
検
討
委
員
会
」
や
「
市
民
女

性
問
題
懇
話
会
」
な
ど
を
開
催
し
、
 

多
く
の
方
々
か
ら
ご
意
見
や
ご
助
言
 
 

を
い
た
だ
き
な
が
ら
来
年
度
策
定
予

定
の
「
（仮
）
五所
川
原
市
女
性
行
動

計
画
」
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
 

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
啓
発
講

演
会
の
開
催
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

提
言
内
容
【
ニ
】
 

女
性
の
視
点
か
ら
気
の
つ
い
た
こ
と

①
散
歩
が
し
や
す
い
街
に
し
て
ほ
し

い
。
 （
段差
が
あ
る
。）
 

②
自
転
車
道
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。
 

（歩
道
が
せ
ま
い
。）
 

⑧
学
童
の
通
学
路
の
除
雪
を
し
て
ほ

し
い
。
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
 

市
で
は
快
適
で
歩
き
や
す
く
、
段

差
の
な
い
歩
道
の
整
備
や
冬
期
間
に

お
け
る
高
齢
者
、
幼
児
が
安
心
し
て

通
れ
る
道
路
確
保
の
た
め
に
除
雪
体

制
の
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

健
康
部
会
 

き
れ
い
な
街
づ
く
り
委
員
会

提
言
内
容

【
一】
 

ゴ
ミ
処理
の
マ
ナ
ー
や
き
れ
い
な
街
づ
く

り
に
つ
いて
の啓
蒙
、教
育
に
つ
い
て
 

m
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
減
ら
す
方

法
が
ゴ
ミ
減
量
化
の
き
っ
か
け
で

あ
る
。
 （
生
ゴミ
の
堆
肥
化
、新
聞
等

は
回
収
業
者
（
とリ
サ
イ
ク
ルす
る
。）
 

②
行
政
に
頼
ら
ず
町
内
会
で
対
応
し
 6
 

て
い
る
が
、
ま
ず
個
人
の
自
己
管
 

日
 

理
が
基
本
で
あ
る
。
 

脇

⑧
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
工
夫
が
 
1
1
 

く
必
要
で
あ
り
、
ま
た
ゴ
シ
の
種
類
 
叫

が
多
す
ぎ
て
迷
う
o
も
っ
と
分
類
 
軸

の
分
別
を
徹
底
さ
せ
る
。
 

④
地
域
ご
と
に
二
回
5
三
回
清
掃
推

進
日
「
ゴ
ミ
の
日
」
を
決
め
て
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
を
す
る
。
 

⑤
標
語
を
町
内
単
位
で
街
の
め
だ
つ

と
こ
ろ
に
掲
げ
る
。
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等
 

年
々
増
え
つ
づ
け
る
ゴ
ミ
処
理
対

策
と
し
て
市
で
は
、昨
年
十
月
一
日

か
ら
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底
と
減
量
化

並
び
に
環
境
問
題
に
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
に
、
ゴ
ミ
袋

を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
 

完
全
と
ま
で
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が

初
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
二
日
平
均

約
十
三
ト
ン
の
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
量
は
、
 

約
四
分
の
一
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。今
後
の
課
題
と
し
て
、資
源
ゴ
ミ

の
有
効
利
用
（リ
サ
イ
ク
ル
）
を重
点
に

方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
参
加

が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
事
業
で

あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

、
 

‘
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週如時間労働制への
全面移行について 

現在、 1週間の法定労働時間である 

40時間を猶予されている事業場は、本こ

年4月 1日から特イ列事業場を除いて週 

40時間制へ移行することになります。 

事業主の皆様は、週40時間制の実施

に向け計画的に取り組まれますようお

願いします。 

〇問い合わせ先 

五所川房抄打動基準濫i督署 

（新宮町84-6) 

合 3 5- 2 3 0 9 

一一磁 P 

、：・・議麟蹴こ 

五
所

川
原
市
町
内
会

連
台
会
 

あ
な
た
の
た
め
 
家
族
の
た
め
 

飲
 
酒
 
運
 
転

禁
止
 
（
免
許
取
消
し
）
 

違
 
法
 
駐
 
車
 
禁
止
 

（
罰金
と
点
数
）
 

速
 
度
 
制
 
限
 厳
守
 
（
罰
金
と
占
薮
）
 

舞
  

シ
ー
ト

ヘ
ル
ト
 
着
用
 
（
点
 
数
）
 

守
っ
て
得
す
る
交

通
マ
ナ
・
 

雪置場の設置について 

排雪した雪の搬入場所として、イ列年どおり、 

岩木川右岸（高瀬地区）に雪置場が設置されノ

ました。 

詳しくは、除排雪対策本部まで。 

公 35 4321・ 35 - 4322 

7 平成9年1月15日 

お知らせ 

五所川原市町内会連合会

からのお知らせ」 
五所川原市町内会連合会では、交通安全活

動の一環として下記ポスターを作成し、 旧市

内各自業所に配布して、交通事故防止の啓発

活動に努めております。 

平成9年度 

市指定水道工事業者 
dコ三主皿.ム I- 
H」百月】又ごPI 

市水道事業所では、平成 9年度に市水道事： 

業所が指定する水道工事業者の申請を受イ寸Iナ 

しますので、手続きをしてください。 

ン受付一期間 2月1日から 2月15日まて了 

ン受付場所 市水道事業所（不魚住61番」也 1) 

レ提出書類 

くD水道工事業者指定申請書 

②添付一書類 

（ァ）建設業法第 3条の規定による許可証明書 

（ィ）経営事項審査申請書（写） 

（工事経歴書及び実績証明書 

（申請者（法人の場合はその代表者）の履 

歴書及び身分証明書 

（ォ）法人は、その定款及び登記簿謄本 

（国税及び地方税を完納したことを証明す

る書類 

（配管工事に必要な機械器具保有調書 

（責任技術者及び配管技士承認申請書 

※資格要件等詳しいことは、市水道事業所 

（公34 - 9111）へお問い合わせください。 

五所川原市役所 公35-2111 

' 



交通安全は家庭から 

交通事故概況 （平成 8年 
12月31日現在） 
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  ( ) I、］七、前年対比 

五所川原市交通安全対策協議会 
~ 五 所  Hヒ原 警 察 豊 

運転は ゆったりハートに しっかりベルト 

冬季の省ェネルギー対策に取り組みましょう〇 

                

D 
ロロ～ 

目口ロ

ロ f 

 

           

/1！器 1 

 

           

           

           

           

           

           

           

           

田r田， 
口ロロ 

    

日田 

    

1I 

 

十 

     

        

                   

省ェネルギー・省資源対策推進会議 

    

赤十字 

社員増強社資増収運動にご協力を 
― 一一一一 日赤五所川原市地区 

   

 

募 集 

  

    

    

平成9年度 

奨学生募集 
財団法人五所川原市教育振興会 

、募集期間 1月16日～ 2 月14口 

応募資格 I欠のすべてに該当する人。 

①平成 9年4月に高等学校または大学 

等に入学志望の人。 

②市内に在住している人。 

⑧人物、学業ともに優秀で、かつ健康 

であるが、学費の支弁が著しく困難 

と認めら才しる人。 

， 	 ④過去 3年間、全教科の平均成績が3.5 

点（5段階評価）以上の人。 

>貸与金額 〔高等学校〕公立、私立ともに

入学金及び授業料相当額（ただし月額 

15,000円を超える授業米斗については、 

15,000円を限度とする。）とする。 

〔大学等〕公立、私立ともに入学支度

金として60万円を限度とする。 （原則

として各種学校、専門学校は認めない。） 

>返還方法 〔高等学校〕奨学金の貸与が終

了した月の翌日から起算して1年を経

過した後、奨学金を受けた期間の倍の

期間以内に返還する。 

〔大学等〕卒業の翌月から6 カ月経過

後、 8年間以内に返還すーる。 

一 	 ※返還金額には利息をf寸さないものと 

’ 	 する。 

●希望する方は、在学校または出身校を経由

し市教育委員会総務課へお申し込みください。 

●間い合わせ 財団法人五所川原市教育振興 

会事務局（市教育委員会総務課） 

雪 35-2111 （内線552) 

日本赤十字社は、事業の趣旨に協賛する社

員の拠出金と寄イ寸金によってまかなわれてい

ます。 本年も 2 月 1日から、県下一斉に社員

増強社資増収運動がはじまります。 近く皆さ

んのご家庭に奉仕員がお伺いしますので、一

世帯一人は社員になり赤十字事業にご協力を

お願いします。 

レネt員の種類 

① 一般社員 毎年500円以上 

②銀色特別社員 毎年1,000円以上 

③金色特別社員 毎年3,000円以上 （銀色

特別社員完了の人は毎年2,000円） 

④銀色有功章社員 200,000円以上 （ 3 年

払いでも可） 

⑤金色有功章社員 500,000円以上 （ 3 年

払いで半J 可） 

）主な事業 

①国際活動 （大災害などでの援護活動） 

②災害救護活動（国内の災害での救護活動） 

③医療活動（大災害時の医療救護活動） 

④血液事業（ifa液を必要とするときの供給） 

⑤救急法、水上安全法、家庭看護法の講習

⑥青少年赤十字（こども赤十字） 

⑦赤十字奉仕団（災害時の救護やボランテ

ィア活動） 

レ問い合わせ先 市福祉事務所日赤担当 

容 35 - 2111（内線 532番） 

平成9年1月15日 8 



市医療技術職員採用試験 
■職種及び採用予定人員 

臨床検査技師 1名 

■受験資格 

昭和42年4月 2 日以降に生まれ、 

臨床検査技師免許を有する者、また

は平I戎 9年6月までに臨床検査技師

免許取得見込みの者 

■試験の日時及び場所 

2月 7 日（金） 10 】 00 

西北中央病院 2階 大会議室 

■試験の方法 作文、頑羽妾及び書類審査 

■受験申し込み及び問い合わせ先 

受験申し込みの「提出書類」「受不士

期間」等、詳細につレいては、西北中

央病院管理課庶務係（合35 - 3 1 1 1 
内線279）へお問い合わせください。 

働く婦人の家 

生活講座受講生募集 

講 座 名 講 師 期 日 時 間 

お も てな し

料 理 教 室 
竹林恵子 

2月 6 日 

（木） 

10 】 00~ 
12 : 30 

洋食テーブル

マナー教室 

会費・・・4,000円
場所…ホテル 

サンルート 

古川勝治 
2月20日 

（木） 

18 : 30-S-- 
20 : 30 

フ ア ミ リ ー 

クッキング教室 
三森敬子 

2月22日 

（土） 

13 : 30-- 
16 : 00 

※申し込み・問い合七）せ先 

働く婦人の家 

TEL35-8898 FAX35-8953 

＝平成9年五所川原市 

合同除厄祈願祭 
参加者募集 

◇対象者 （男）昭和31年4月 2 日へ 

昭和32年4月 1日生まれの方 

（女）昭和40年4月 2 日～ 

昭和41年4月1日生まれマ）方

◇とき 2月11日（火） 13 : 00--- 
◇ところ 市中央公民館 

◇会費 （男）11,000円 （女）10,000円 

（祈願だけの方は、男女とも6,000円です） 

◇申し込み方法 ご案内のハガキを郵送して

おりますのでハガキて浸う申し込み、くださ

い。なお、会費は下記、才旨定銀行口座ま

でご送金願います。準備の都合もありま

すので、 1月末日までにお願いいたしま

す。 

◇会費の送金先 青森銀行 五所川原支店 

普通口座 820508 
五所川原市合同除厄祈願祭 実行委員会

＊な才そ3、青森銀行五所川原支店以外から 

のご送金は手数料が必、要となります。 

く＞問い合わせ先 市役所（客35 - 2111) 
親切サーピ’ス課（内線221） 長尾 功一

福祉事務所保護課（内線533）伊香 宏 

光彩会（油絵）会員募集 

一 一老若男女どなたでも 

ン例会 毎月第2 、第 3木曜日 

ン時間 9:30-'16 】 00 
レ場所 市中央公民館 2階 工芸室 

ン会費 月2,500円 

ン連絡先 佐々木和子（雛田47の3) 

" 35 一 0343 

J 

第 3 回 Vリーグ女子五所川原大会 
2月21日（金） 五所川原市民体育館 
開 場 14 】 00 	試合開始 16 : 00 

指定券 3 ,500[I] 前売券 般2,500P1 高校2,000円 中小学券1,000円 

入場券は「行内各スン」ぐー、ソ Jr馴也てはう球こめぐださし、。 

【試合内容】 第1試合 NEC（レッドロケッツ）×日 立（ベルフイーユ） 

第 2 試合 ユニチ力（フエニックス）×デンソー（エアリービーズ） 

主 催 財日本バレーボール協会・日本実業団バレーボール連盟 

V.LE入GUE 主 管 青森県バレーボール協会 

9 平成 9年1月15日 	 五所川原市役所 容35-2111 



前東北大学総長 

西津 潤 一 講演会 

くロ巨］> 
成熟化社会における
科学技術の役割 

～入場無料～ 

〇開催日時 1月25日（土） 13 : 00-14 : 30 

〇開催場所 プラザマリュウ五所川原 

主 催／青森職業能力開発短期大学校 産業技術高度化振興会 

問い合わせ・申し込み先／青森職業能力開発短期大学校 廿37-3201 

新受入図書のこ案内 	設-4襲 
書 	 名 著 者 名 書 	 名 著 者 名 

岩 波 書 店 と 文 妻春 秋 毎 日 新聞社 お 江 戸 怪 談 草 子 ド 山 	弘 

EQ こ こ ろの知能指数 ゴールマン・ダニエル 波 	の 	り 	舟 	の デ
出
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久
 
ネ
根
 
達
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  宗 教 の 	こ れ か ら 

エイ 	ノョウ 

大 村 英 昭 三 	日 	月 	物 	語 橋 本 	治 

新 	約 	聖 	書（全5巻） 岩 波 書 店 左 手 に 告 げ る な か れ 渡 辺 容 子 

20 世 紀の 歴史（上・下） エリック・ボブズボ一ム 楽 	し 	み 	楽 	し 	み 大 橋 	歩 

外 	交 	と 	は 	何 	か 
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不 登 校 の 永 井 	徹 老 	い 	方 	の 	探 	求 佐 江 衆 一 

家 	庭 	内 	暴 	力 『
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信
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麦酒主義の構造とその応用学 推 名 	誠 

連合赤軍「あさま山荘」事件 佐
 

4
 

”
淳
 
）
行
 

神 の 吹 か す 風（上・下） シドニイ・シエルダン 

進路・・・わたしはこう決めたノ 高 	文 	研 幸 せ の 記 憶（上・下） ダニエル・ステイ―ル 

さ ら ば、 悲 し み の 性 ”
河
 
ノ
野
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ク レ オ パ ト ラ 	（上・下） 宮 尾 登美子 

脳 	内 	革 	命 	2 春 山 茂 雄 二1． 	ナ 	ボ 	マ 	ー 
「タイム」 誌

編 集 記 者 

写 真 で 見 る 外 来 雑 草 畜産技術協会 夜 	の 	語 	り 	部 ラフイク・シャミ 

雑 草 科 学 の 基 礎 日本雑草学会 カ ー 	ド 	・ 	ミ ス テ リ ー ョースタイン・ゴルデIレ 

野 	菜 の 	袋 	栽 培 増 田 	繁 日 本 文 学 の 歴 史 ドナルド・キーン 

とっておきュニーク美術館・文学館 新人物往来社 図 	書 	館 	警 	察 ステイーヴン・キング 

ミ
美
 
＼
崎

薫
  

幸 せ の、記 憶（上・下） 
Th 

ダニエル‘ステイール 圏解60分でわかるデジタルカメラ 

な が い 二 人 の 道 新 藤 兼 人 最 	後 	の 	刑 	事 ピーター・ラヴゼイ 

ロ ミー、 シコ一ナイ ダー事件 ミヒャロレ・ュリクス 単 	独 	捜 	査 ピーター・ラヴゼイ 
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編劇課り師 
はつらつ女性課内線232・234 対 象 児 期 日 

4カ月児

健 診 

耳勾戎 8年 

9月生まれノ 

2月 4 日 

（火） 

1 歳 
6カ月児 

健 診 

平成 7年 

8 月生まれノ 

2月25日 

（火） 

3 歳児

健 診 

平成 5年 

8月生まれ 

2月20日 

（木） 

健 康 相 談 室 
⑨持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

1月27日 ii :00~ 
七 和 農 協 

（月） 13 : 00 

コ
 
セ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
 
一
 
テ
中
 
イ

川
  

2月 6 日 
（木） 

10 : 30--- 
12 : 00 

2月 7 日 13 : 00- 
前田野目公民館 

（金） 14 : 00 

2月 7 日 13: 30- 
下岩崎公民館 

（金） 14 : 30 

糖 尿 病 教 室 
【募集対象】 糖尿病患‘者として治療中の者と

その家族 

日 程 内 	 容 

1
  

2月 7 日 

（金曜日） 

10 】 00-
15 】 00 

講話「糖尿病を理解しよう」 

糖尿病食の試食 

講話「糖尿病と食事 IJ 
にこにこペースの軽運動 

2
  

2月17日 

（月曜日） 

10 : 00- 
15 : 00 

講話「糖尿病と食事HJ 
糖尿病食の調理実習 

にこにこペースの軽運動 

体験談「糖尿病患者会の活動」 

n
J
 
 

2月25日 

（火曜日） 

10 : 00- 
15 : 00 

講話「糖尿病と食事fflJ 
糖尿病食の試食 

にこにこペースの軽運動

話し合い 

【場 所】 五所川原保健所 

【受講料】 無米斗 

【申し込み】 1月24日まて了 

定員15名になり次第締め切らせていただき 

ます。 

【申し込み先】 五所川原保健所 健康増進課 

" 34 - 2108 

11 平成 9年1月15日 

すくすく健診 
◆場所 働く婦人の家・市保健センター 

◆受付時間 12 】 30-12 】 45 
◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

※お願い （①4 カ月児健診では、神経芽細胞

腫検査セットを配布しますので、 これなか

った方は母子健康手帳を持参のうえ、はつ

らつ女性課窓口にもらいにきてください。 

② 3歳児健診では尿検査がありますので、 

尿を小ビンにいれて持参すると便利て十す。 

③体調のよくない子どもさんは、翌月の

健診を受けることができますのでご連絡く

ださい。 

④詳細については「ごしょがわら健康ご

よみ」をご覧ください。 

すこやか発育相談 
◆場所 働く婦人の家・市保健センター 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル ’ 

(6 カ月児のみ球うしぼり、ベヒさースタイ） 

開 設 日 時 	間 

6 カ 月 児

健康木目 談

戸平J戎 8年 、 

、7 月生まれノ 

2月18日 

（火） 

受本押寺間 

12 : 30--- 
12 : 45 

※予約相談は随時、電話で受けイ寸けています。 

献血のご案内 

期 	日 日寺 間 場 	所 

1月21日 10 : 00 - 
五所川原消防署前 

（火） 15 : 00 

五所川原市役所 容35-2111 



月 A、 
-7 の お ま つ 

第 3回 

土ンカン団ンプ世界選手権大会 
/＼ 参加者募集 

下遊チ惟人云 名誉大会長 

巨 	 山内 淳 

ゴニンカンは、江戸

時代の長崎にオランダ

人を経由してイギリス

人が持ち込み、ポー力 

ー、ブリッジ、ナポレ

オンなどとー緒にゲー 

ムが行われていた。藩

政末期に幕府の「江戸

花札力ルタ禁止令」が

出されたが、津軽藩で

は取り締まりをゆるめ

た結果、最北の地とい

う地理的条件も幸いし

て五所川原近在に「ゴ

ニンカン」のルールが

残ったのである。 

1 
読みと 

	

，プ ＼ ~ 	（任天堂囲社長） 

‘ 名讐り大会鮎 
名誉副大会長 

りソ I 小山内有義 
駆け引きが全て。I （五所川原市助役） 

~ 大会長 

0」 川村 恒儀 
~  

	

~ 	、会議Fザ「 会頭ノ 

1' 、、、＼ 

* 

募集要項 
期 日 平成9年1月19日（日） 開会式 9 :00 
場 所 五所川原市民体育館 競技 1O:O0-17:00 

参加料 一人2,000円（昼食費含む） 

申し込み・問い合わせ先 五所川原商工会議所 

TELO1 73(35)2121 FAXO1 73(35)2124 

■後援／任天堂欄、（目か青森県国際交流協会、青森職業能力開発短期大学校 
■主催／五所川原商工会議所 ■主管／五所川原商工会議所青年部 ■協賛／五所川原市、 RAB青森放送、 

ATV青森テレビ、 ABA朝日放送、東奥日報社、陸奥新報社、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、 

青森銀行、みちのく銀行、津軽信用金庫、東奥信用金庫、青森県信用組合、岡青森県建築士会北五支部、 

西北五地区経済促進協議会 

平成 9 年 1 月］3目 12 
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